
I

す
の
で
お
ふ
く
み
お
き
下
さ
い
。

！
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
一

役
場
で
は
正
午
に
一
Ⅲ
サ
イ
レ
ーー

ン
を
川
ら
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

は
ラ
ジ
オ
の
時
報
に
合
わ
せ
て
手

却
唾
紐
牽
畦
郡
廼
雪
娠
州
坤
施
郡
一

で
ス
イ
ヅ
チ
を
入
れ
て
い
ま
し
た

タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
に
切
り
か
え
ま
一

し
た
の
で
、
脈
確
な
時
刻
か
ら
多
一

少
の
す
れ
か
で
る
助
合
も
あ
り
ま
一

I llllIllllll||||’
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発行邑謹宵森県金木町役場細災企画室星▲一

金
木
町
の
昭
和
川
十
Ⅶ
年
度
一
般
会

帥
の
予
算
か
決
ま
り
ま
し
た
。
予
卵
総

額
は
三
値
五
千
八
百
二
十
八
万
七
千
川

で
、
伽
年
度
当
初
に
く
ら
べ
十
九
％
、

五
千
七
百
三
十
一
万
六
千
円
の
助
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
予
凍
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

一
・
総
務
鍵
一
役
助
庁
粂
凹
建
築
賀
（
二

‐
‐
‐
・
…
・
・
・
・
・
｜
年
次
支
払
分
）
六
千
二

百
九
十
六
万
五
千
円
体
力
つ
く
り
碓

進
費
十
七
万
円
股
林
業
セ
ン
サ
ス
洲

在
鋤
三
十
二
万
九
千
円
公
立
金
木
病

熈
溌
脚
猟
臓
凝
織
一
鯏
綴
職

一
般
会
計

三
億
茄
千
八
百
余
万
弓

本年度
予押額

70，632

3.537

155,700

116

|柵成比’

'197’，01

ﾘ鵠’
65，192

0

118.0001

,秋 比較

5.440

3．537

37．700

116

1.町

29鞭'邪
3．地 力交付

4鳶ﾘ,隊＃
5．分担金及負担

6．使川料及手数

7．国庫支出
8.u,↓文出

9．財I聰収

10．寄．付
11．繰越

12．1講収
13.町

計

艶
０
叩
０
引
別
弱
旧
調
帥
０
拓
叩
門

１
０
５
２
４
８
８
６
１
９

５
８
３
６
７
６
４
８
０

６
１

４
４
０３

１

７
０
４
２
７
３
９
４
０
４
０

（
ｕ
Ｊ
１
１
向
く
』
１
１
１
１
７
１
〔
く
Ｊ
ｎ
Ｕ
１
１
ハ
ノ
今
、
×
〕
ｎ
Ｕ

１
１
４
４
，
１
１
ｉ
ｎ
Ｕ１

ヘ
ノ
ー
マ
ｆ
‐
（
Ⅱ
Ｕ
（
烏
Ｕ
（
ｈ
Ｕ
ｎ
ノ
ニ
ヲ
ｆ
ｌ
ｎ
（
〕
〔
『
Ｊ
（
Ⅱ
Ｕ
勺
へ
〕
〔
く
Ｊ
〔
川
〕
寺
Ｊ
１

向
く
〕
ハ
く
〕
ｎ
Ⅱ
〕
１
１
１
ｎ
町
〕
Ａ
ｕ
‐
守
ｆ
ｌ
Ｆ
［
〕
守
１
１
ｎ
八
）
ハ
ノ
ニ
（
Ⅱ
Ｕ
ｎ
ｘ
》

（
ｈ
）
戸
「
〕
ヲ
Ｉ
１
ｑ
Ｉ
Ｉ
八
４
〕
ｎ
Ⅱ
〕
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
（
〕
幻
４
‐
守
〃
Ｉ
Ｆ
「
〕
Ｅ
Ｊ
ｎ
ノ
』

ｆ
Ｇ
０

■
。
０
１
○
０
９
。
９

０
句
。
貝
』
４
６
．
１
，
．
１
３
８
８
○
○

７
－
民
』
戸
０
１
、
２
５

１

３

税
押
金
税
漿
金
金
料
金
余
入
金
金
人
価

7}5

△212

14．418

7．048

574

△80

3．783

3．877

院
細
合
負
担
金
四
百
八
十
万
円

闘
閨
廟
瑚
蝿
繩
誌

補
助
川
十
五
万
円
森
川
粘
薄
児
施
設

負
扣
金
三
十
万
一
千
円
季
節
保
育
所

斑
十
五
万
九
千
円

一
‐
嶽
奎
畳
・
一
伝
染
摘
予
防
出
面
七
十

；
：
１
１
．
．
．
疵
万
七
千
円
西
北
五

衛
生
処
即
糾
合
負
担
金
三
百
十
六
万
七

千
円閻

輔
鬮
鱈
雛
棚
對

年
恢
分
）
二
百
庇
十
万
円
股
業
枇
造

７
０
６

７
０
１

８
６
３

6463

100△19

97157

〔歳出〕

本年
予卵

度
額
一

I

’ 職成比|¥綴 |比
t昨
ノJ弧 戦

一

．
４
Ｊ
．
４
‐
４
‐
ｑ
Ｕ
ｑ
Ｊ
７
‐
Ｆ
Ｄ
４
‐
Ｆ
Ｄ
Ｆ
ｏ
Ｒ
〕
ハ
リ
ー
４
‐

０
１
１
ラ
Ｊ
１
，
Ａ
４
Ｉ
行
ｈ
〕
１
１
０
．
１
０
〈
●
ｈ
Ｕ
Ｆ
「
Ｊ
ｎ
ｘ
〕
〔
●
ｈ
Ｕ
ｒ
『
〕
ハ
ノ
４
ヘ
く
〕

『
ｒ
ｆ
ハ
ペ
Ｕ
ハ
ノ
』
ハ
ノ
」
ハ
ノ
ュ
１
１
１
、
八
〕
９
１
１

２

１

り
迅
的
Ｕ
丑
汎
》
４
秒
４
伽
？
４
〃
赴
肪
４
旅
呼
弍
陽
４
賜
軋
伽
呼
よ
り
処
理
塊
り
丑

ゾ
ル
が
Ｌ
リ
ル
リ
上
〃
Ｌ
リ
ル
ソ
ル
〃
Ｌ
リ
ル
リ
ル
ソ
ル
咽
ゾ
ル
だ
Ⅶ
ソ
Ｌ

業

会
務
生
生
側
唯
Ｌ
水
防
行
馳
価
支
州
計

１斗
蛾
小
‐
４

１

談
総
民
術
労
股
商
土
消
数
災
公
術
予

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

ｊ
９
ｊ
９

３
４
８
１

３
９
１
９
７

０
５
８
６

１
２
２

ｑ
ｌ
ｌ
４
４
‐
一
周
〕
１
ｌ

Ｒ
Ｊ
ハ
ノ
↑
ワ
Ｌ
ｎ
Ｕ

〔
ノ
ー
〔
ｘ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
八
４
’
戸
『
Ｊ
Ａ
４
‐
『
ｒ
Ｉ
〔
ｕ
Ｊ
《
陪
Ｕ
１
Ｉ

〔
Ⅱ
Ｕ
『
ｒ
Ｉ
ｎ
ｘ
〕
ハ
ハ
Ｕ
ヘ
ペ
リ
貝
Ｊ
八
ｕ
）
‐
刀
寺
向
く
Ｊ
Ａ
４
０

Ｒ
〕
ｑ
ｕ
Ａ
４
ｎ
Ｕ
匡
Ｊ
ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ハ
リ
ー
Ｉ

Ｔ
６
Ｂ
Ｕ
■
９
１
０
．

０
７
５
４
５
８
５
７
１

１
０
２
３
４
３

１
９
６
５
７
５
２
５
８
７
９
４
１
８
８

改
碑
糊
業
賀
川
千
一
・
・
両
川
ｌ
川
″
五
Ｆ

Ⅲ
（
茄
湘
股
協
り
ん
ご
貯
收
叩
断
俄
一

千
二
面
十
脈
″
円
川
ｎ
ｋ
改
区
ぱ
助

幣
術
・
・
手
山
卜
し
″
三
千
Ⅲ
ほ
か
）

潤
一
倒
一
榊
岻
峠
州
州
部
州
鋤
釧

三
ｎ
万
円
観
光
打
邪
曲
九
Ｉ
″
円
（
桜

ま
つ
り
行
削
委
肥
料
流
十
″
川
ほ
か
）

一
‐
‐
考
不
費
雪
道
路
維
將
幽
両
〃
ト

ー
‐
，
・
・
‐
‘
‐
…
・
》
脈
刀
じ
千
脚
（
砂
利
巡

搬
代
金
百
八
十
刀
円
ほ
か
）
瞳
路
断
投

改
良
曲
七
両
・
・
卜
三
万
八
下
Ⅲ
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
側
淋
幣
備
間
側
じ
卜
凡
″
Ⅲ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
腱
咋
匝
州
曲
八
’
八
″

五
千
円
、
新
術
町
舗
装
兀
珊
出
六
’
八

万
一
・
下
円
、
雌
加
道
路
Ⅲ
業
負
抓
金
「

百
』
ハ
十
万
円
ほ
か
）
堀
一
椰
化
宅
巡
批

蛮
八
面
几
十
万
Ⅲ
輔
皇
靴
住
七
雌
俄

賀
一
下
弐
百
川
十
八
万
円

一
瀞
晦
費
・
一
節
九
分
川
怖
付
小
咄
動

１
，
，
．
１
，
…
↑
力
ポ
ン
プ
附
入
蛮
四
卜

五
〃
円
貯
水
椚
新
投
出
八
十
″
川

《
識
青
●
閏
い
一
峠
刊
脹
補
御
獅
附
州
畑

70

726

242

297

493

000

684

554

842

678

287

７
６
７
８
０
１
９
３
１
８

５
４
４
１
５３

ｊ
ｌ
ｌ
寺
Ｊ
１
ハ
ノ
４
月
４
，
，
／
４
Ｆ
【
）
月
４
０
１
１
４
４
‐

６
１
３
２
１
０
５
１
０
ｍ
一

１
１
１
１

△

!△
０
５４１０２

4．060△218

3301.348

300,97157.316

杣
山
バ
ト
九
″
六
Ｆ
Ⅲ
皿
学
出
仙
肋

一
・
卜
：
・
″
六
下
Ⅲ
各
繩
祉
数
川
体
袖

肋
・
・
・
ト
ー
″
Ⅲ
（
〃
年
川
休
八
″
圧
下

川
、
刎
人
川
体
凡
″
Ⅲ
、
休
協
凡
″
円

ほ
か
）
プ
ー
ル
雌
投
出
六
〃
・
・
・
卜
八
″

凡
Ｆ
リ

ー
・
災
・
害
衝
旧
費
火
堰
、
伽
、
工
荊

↑
１
Ｊ
，
Ｊ
Ⅱ
ｌ
婦
外

・
・
・
川
収
水
路
亀
卜
脈
″
Ⅲ
千
円

‐
諸
支
出
金
一
挺
心
止
金
衝
７
岻
金
秋

ｉ
‐
・
‐
・
・
・
‐
‐
・
・
，
。
《
立
命
・
・
・
卜
‐
六
″
川

。
■
ロ
●
：
毎
■
Ⅱ
Ⅱ
０
２
．
●
《
■
Ⅱ
Ⅱ
９
．
．
口
。
ロ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ロ
。
“
⑪
●
１
Ⅱ
■
●
・
・
ロ
。
‐
』
■
Ⅱ
■
マ
ロ
ロ
・
§
§
９
．

．
Ⅱ
。
。
”
。
。
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
ｐ
・
胃
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
“
。
。
。
。
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
・
・
、
：
■
Ⅱ
Ⅱ
８
．
．
口
。
。
■
Ⅱ
Ⅱ
■
。
“
ｏ
・
ワ
■
■
ｂ
・

金
水
町
腿
業
鋸
幽
会
と
金

瀧
ル
珊
灘
縦
仙
紬
職
症

の
一
ほ
」
の
投
楜
を
進
め
る
こ
と

ほ
”
詐
鈍
卿
”
棚
卸
此
釧
緬
姉
哩

廊
畔
鴎
靴
鮒
珈
測
蝉
艇
唾

用
極
酔
岬
岬
諦
蝿
岬
咋
嘩
裟

施
旧
股
地
の
ｔ
側
を
＃
い
し
、
あ

ん
わ
せ
て
川
内
で
峨
雌
さ
れ
る

や
為
大
仙
の
別
ふ
ん
伽
荊
川
を
は

、鶏
腿
鰯
孵
蝋
轆
果

今
年
拭
瞼
腱
小
ほ
を
投
慨

は
す
る
力
狗
は
次
の
と
お
り
で
す
。

》
‐
水
‘
・
・
稲
・
一
帖
川
崎
批
釧
咋
岫
部
鐇

川
浦
人
（
踊
旦
巾
）
脈
川
秀
雄
（
叩
杣

木
）
成
川
擁
‐
放
・
鴫
柵
呼
・
小
川
内
那

一
郎
．
Ｋ
滕
多
一
郎
・
川
巾
淌
雌
・
浜

川
俊
收
・
脈
川
滴
光
（
以
化
脈
瀬
）

一
畑
岬
州
馴
荊
岬
岬
郷
齢
球
岬
岬

ケ
脈
）
巾
谷
柵
一
（
川
、
）
（
崎
金
作

（
艸
艮
巾
）

・
伽
ｗ
眉
‐
｝
岬
岬
榊
一
艸
州
仲
｝
雌

一
；
糊
‐
‐
・
望
‐
‐
一
岫
仙
帆
叱
私
紳
幽
脈
）

な
お
、
拭
験
腿
小
ほ
の
Ⅲ
紬
は
そ
れ

ぞ
れ
ト
ァ
ー
ル
ず
つ
で
す
。

1

1

II

II
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L

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
ｌ
ｌ
ｒｌｌｌｌ

’
義
一
議
員
報
酬
の

一
議
琴

引
上
げ
を
返
上

窪
亜
種

誕
田
魂
、

教
育
委
員
な
ど
も
決
め
る

。
●
一
」
■
寺
冒
■

■
品
一
・
口
叩
叩
叩
叩
叩
“
》
』
早
四

錘
廼
一

一
定
辞
二
月
二
十
Ｍ
拙
蝶
さ
ら
考
え
て
、
擬
“
繩
酬
は
現
行
の
ま
ま

季
鯉
撫
釧
鮒
鯨
蝋
轆
撫
鋤

一
莞
薩
蝿
鯲
舞
（
赫
鋤
一
致
で
叫
淡
さ
れ
ま
し
た
．

三
役
な
ど
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
慨

凸
・
・
Ｐ
吋
一
Ｂ
』
罰
皿
亘
■
恥
一
』
■
『

叫
決
さ
れ
た
、
ぷ
な
砿
酬
帝
綴
会
の
答
巾
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
五
千

案
は
昭
和
Ⅲ
十
四
年
皮
Ⅲ
ド
川
り
、
町
災
十
一
万
円
、
助
役
九

一
般
会
汁
予
算
、
同
保
特
別
会
帥
予
算
刀
円
、
収
入
役
八
万
円
、
固
定
黄
脈
部

金
木
川
教
行
委
員
選
任
、
報
酬
及
び
甜
佃
山
六
万
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

川
井
伯
に
関
す
る
条
例
改
正
、
淌
防
帝
ま
た
、
教
育
委
幽
に
は
汲
谷
柾
太
郎

雛
会
条
例
、
特
別
災
古
に
よ
る
被
Ｗ
番
氏
（
川
倉
）
と
腿
内
城
治
氏
（
小
川
町
）

に
対
す
る
町
税
減
免
の
特
別
拙
脱
に
関
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

す
る
条
例
な
ど
で
す
。
特
別
災
密
に
よ
る
被
将
折
に
対
す
る

砿
幽
報
酬
に
つ
い
て
は
、
椴
酬
榊
縦
町
税
減
免
の
特
別
描
舩
に
関
す
る
条
例

会
の
答
叩
に
基
づ
き
、
綴
隆
二
刀
一
・
千
は
、
災
沓
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
災
押

円
か
ら
二
万
五
千
円
に
、
刑
縦
腿
二
万
及
び
灯
森
雌
が
法
外
援
助
を
典
す
る
と

一
千
円
か
ら
二
万
四
千
円
に
、
縦
ｕ
二
慰
め
た
災
秤
秤
に
よ
り
被
将
を
受
け
た

万
川
か
ら
二
万
三
千
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
人
の
町
税
減
免
の
″
法
を
決
め
た
条
例

引
上
げ
る
案
か
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
沢
で
、
Ⅲ
利
川
卜
凹
年
陛
か
ら
適
川
さ
れ

川
破
口
ら
か
ら
「
町
の
財
政
桝
怖
と
町
ま
す
。

職
凶
の
給
与
水
準
が
低
い
こ
と
な
ど
か

碓定申告が
まちがっていたときは

所
絲
税
の
碓
疋
叩
併
を
し
た
あ
と
で
所
絲
や
税
棚
の
汁
陳
を

ま
ち
が
え
税
金
を
少
な
く
納
め
て
い
た
よ
う
な
賜
合
は
修
唯
叩

告
で
訂
正
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

修
正
叩
告
は
税
務
秤
か
ら
史
止
の
皿
知
か
あ
る
ま
で
は
い
つ

で
も
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
か
、
な
る
べ
く
早
く
叩
杵
し
た
″

か
有
利
で
す
。

反
対
に
ま
ち
が
え
て
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
よ
う
な
助
合

に
は
、
叩
儘
川
限
か
ら
二
カ
月
以
内
に
一
・
史
旺
の
荊
求
］
を
し

て
正
し
い
税
訓
に
な
お
し
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
を
通
付
し
て
も

ら
う
こ
と
か
で
き
ま
す
。

（
五
所
川
原
税
務
署
）

総
柵
難
関
お
よ
そ
一
徳
川
千
二
百
万

円
で
新
築
さ
れ
る
没
賜
庁
森
の
に
甥
の

安
令
と
成
功
を
祈
願
す
る
た
め
、
式
Ｈ

三
卜
七
Ｈ
呪
勤
で
関
係
満
二
卜
人
が
集

ま
り
地
錬
嫉
を
行
な
い
ま
し
た
ｃ

匝
蜘
は
、
す
で
に
パ
イ
ル
の
打
込
み

を
終
わ
り
、
地
下
嶺
の
堆
礎
に
事
に
入

地
鎮
祭
を
行
な
う

ｌ
役
場
庁
舎
の
新
築
ｌ
‐

【
地
鎮
祭
】

~

一 ■

ｰ

っ
て
い
ま
す
。

庁
介
の
冗
成
は
’
一
川
の
筋
定
で
、

卜
・
・
川
か
ら
は
断
庁
介
で
仙
術
で
き
る

岨
皿
し
で
す
。

な
お
、
Ⅸ
伽
期
川
仙
、
町
此
の
椅
さ

ん
に
は
何
か
と
こ
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
邪
怖
ご
ｒ
吹
小
う
え

ご
協
″
ド
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
化
け

ま
す
。

腕

【
庁
舎
の
工
事
】

Ｉ
蝉
謹

1，，1壷
＝‐可

i・

可一ﾏqq

創， 『
が

ゞ
、
、
篭
、
溌
霧

唖
一
・

q ■

一

▽
資
格
卜
八
機
以
上
・
一
卜
；
・
歳
未
柵

の
Ⅲ
本
国
鱗
を
〃
す
る
荷
で
、
巾
学

校
不
業
稗
度
の
学
″
の
あ
る
村

▽
給
与
衣
食
作
支
給
で
初
征
給
″

し
下
川
の
ほ
か
、
詳
繩
卜
哨
‐
と
年
；
・

川
の
尚
７
を
父
給
。
（
欠
食
化
を
給

午
に
換
陳
す
れ
ば
、
蝿
衝
初
係
紬
は

：
．
〃
川
下
川
く
ら
い
に
な
り
ま
す
）

▽
募
集
の
時
期
年
間
を
通
し
て
い
つ

で
も
搾
雌
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
そ
の
他
人
隊
綾
、
定
時
制
仙
校
や

人
学
の
通
僻
数
両
を
受
け
る
こ
と
か

で
き
、
ま
た
、
得
仰
の
血
性
に
応
し

航
窄
機
関
士
、
測
砒
卜
、
ｎ
肋
巾
の

免
祢
弊
符
靴
の
脚
家
黄
絡
を
と
る
機

会
か
あ
り
ま
す
。

な
お
、
川
術
隊
の
雛
錐
の
州
務
に
関

し
て
は
、
役
助
の
総
研
蝋
で
川
叫
し
て

い
ま
す
。

（
総
務
課
）

｡■“凸｡､pr
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芦
野
公
剛
の
桜
ま
つ
り
は
四
〃
二
十
☆
四
月
二
＋
八
日
（
月
）

八
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
自
動
車
及
び
自
術
隊
汗
楽
パ
レ
ー
ド

か
、
閥
月
八
日
役
助
で
関
係
巻
が
災
ま
（
十
時
、
町
内
ｒ
公
幽
）

り
、
期
間
巾
の
行
鞭
を
決
め
ま
し
た
。
☆
四
月
二
十
九
日
（
火
）

例
年
雌
も
人
出
の
多
い
消
防
観
閲
式
ｎ
励
単
迩
枢
競
技
大
会
（
十
時
、
公

は
連
休
第
．
一
日
Ｈ
の
五
月
三
日
に
決
ま
剛
）
小
・
中
生
徒
交
皿
安
全
浬
凹
大

り
、
四
冊
は
葵
ひ
ろ
子
シ
ョ
ー
と
花
火
会
（
十
時
、
公
削
）
西
北
五
州
撲
大

大
会
、
雌
終
日
の
五
川
は
モ
ト
ク
ロ
ス
会
（
九
時
、
金
中
州
撲
場
）
三
上
き

大
会
か
予
定
さ
れ
盛
況
か
予
想
さ
れ
て
な
一
行
民
柵
手
跡
大
会
（
十
一
時
、

い
ま
す
。
油
裟
助
）

会
期
巾
の
行
那
は
次
の
と
お
り
で
す
。
☆
四
月
三
十
日
（
水
）

馬
力
大
会
（
十
時

【
芦
野
公
園
ｌ
登
仙
岬
】
Ａ
渕
悪
易
》
帥
Ｆ

桜
ま
つ
り
の
行
事
決
ま
る

消
防
観
閲
式
は
五
月
三
日

（
火
）
冊
和
四
十
Ｗ
年
腱
の
行
工
膝
弥
十
郎
（
巾
藤
枝
）
Ｋ
滕
繁
次
郎

奴
大
会
（
十
時
、
公
る
政
協
刀
委
凸
は
得
町
内
か
（
下
滕
枝
）
中
谷
敏
雄
（
湯
の
川
）
、

他
交
皿
安
全
浬
凹
大

議
鍬
識
鋤
蝋
砿
Ⅷ

剛
）
西
北
五
州
撲
大

叩
州
撲
場
）
三
上
き

剛
大
会
（
十
一
時
、

委
ぃ
し
ま
す
。

水
）
木
硴
久
↑
一
（
喋
推
野
川
地
）
鴫
伽
忠
丹

｛
″
一
‐
壷
，
‐
…
・
未
・
一

馬
刀
大
会
（
十
時
（
束
町
）
中
谷
秀
凡
郎
（
止
小
栗
崎
）

醐
冊
難
糾
耐
維
知
棚
剛
獅
卿
恥
繩
蝋
椴
師

公
剛
馬
場
）
獅
子

郷
・
荒
馬
・
奄
山

は
や
し
大
会
（
一

一
打
治
（
川
町
）
白
川
義
災
爾
伊
三
郎
（
中
派
立
）
飾
川
沸
七
（
ド
派

時
、
澗
芸
場
）
慰
本
町
）
中
村
広
（
上
山
道
立
）
鎌
川
定
雄
（
上
断
町
）
須
崎
繁
炎

雅
削
夜
祭
（
午
後
町
）
竹
内
武
夫
（
中
川
道
町
）
山
田
逸
（
下
新
川
）
川
巾
折
出
（
上
昭
和
町
）

七
時
、
招
魂
盤
）
太
郎
（
ド
山
道
町
）
川
叩
光
雄
（
美
附
沢
川
雅
八
（
下
昭
和
町
）
陳
川
略
放
（
水

エ
レ
キ
大
会
（
十
町
）
対
馬
雅
正
（
昭
和
川
）
行
脚
谷
秀
町
）
川
中
秀
雄
（
冷
水
）
川
町
打
造
（
巾

時
、
演
芸
場
）
雄
（
神
明
町
一
区
）
新
間
千
代
志
（
神
町
）
土
岐
安
五
郎
（
川
叩
）
小
山
内
叫

宜
五
月
一
日
（
木
）
川
町
二
区
）
櫛
引
政
雄
（
糾
日
町
一
区
）
治
（
後
町
）
木
下
熈
巾
（
ｔ
占
町
）
叫

慰
盤
大
祭
（
ト
ー
川
巾
勝
雄
（
棚
Ｈ
町
Ⅸ
）
小
林
俊
一
海
彦
一
（
下
占
町
）
雛
川
稲
舷
（
新
城

時
、
招
魂
蛾
）
町
（
北
新
川
）
田
村
耕
造
（
小
川
町
一
区
）
町
）
水
村
論
利
（
新
堤
町
）
沢
川
繋
巾

内
災
能
発
友
大
会
池
川
洋
血
（
小
川
町
二
Ⅸ
）
稚
脇
千
代
（
ｋ
鍛
洽
町
）
木
村
桁
一
郎
（
下
鍛
冷

（
淡
些
場
）
姉
人
雄
（
米
川
）
湫
附
新
几
左
エ
門
（
川
端
町
）
成
川
剖
占
（
上
中
杣
木
）
成
川
栄

会
奴
伽
行
進
（
卜
町
）
杣
美
制
↓
↓
則
（
好
川
）
滕
川
他
蔵
作
（
ド
巾
柏
木
）

時
、
町
内
ｌ
公
（
背
野
川
）
伊
藤
久
雄
（
汕
川
）
沢
川
一

剛
）
砿
欣
裟
大
会
昭
一
（
断
ｗ
叩
町
）
内
川
企
・
一
（
拷
松
町
一
Ｉ
喜
嗅
・
柿
一

（
ト
ー
時
、
金
巾
一
Ｋ
）
小
山
政
太
郎
（
符
松
川
・
・
区
）
正
滕
疑
光
（
史
雌
郁
然
）
北
、
繁
脈
（
内

川
挑
助
）
松
尼
竹
次
郎
（
若
松
町
望
一
区
）
竹
内
義
冶
兄
町
）
巾
川
パ
論
（
収
洲
兄
町
）
乗

爾
五
月
二
日
（
金
）
地
（
兄
崎
町
）
角
川
派
雄
（
一
・
・
柳
川
）
川
消
：
剛
（
林
町
）
抑
″
武
川
郎
（
野

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
シ
抑
勘
灘
之
（
ｔ
沢
部
）
白
川
唯
雄
（
下
崎
）
閃
村
安
次
郎
（
北
本
町
）
伊
丸
岡

ヨ
ー
（
一
時
、
金
沢
部
）
川
巾
進
（
旭
ケ
脆
川
地
）
墹
田
政
災
（
下
派
立
）
火
桶
膝
太
郎
（
ｉ
派

中
）
職
業
人
ス
ポ
安
雄
（
大
束
ヶ
尿
）
川
叩
唖
旺
（
止
蒔
立
）
占
川
祈
雄
（
脚
水
川
）
脹
谷
倣
雄

Ｉ
ヅ
大
会
（
九
時
川
）
白
川
皿
一
（
下
時
川
）
一
・
・
上
半
次
（
上
柏
木
）
古
川
滿
之
肋
（
ド
柏
木
）

ク
ー
プ
ゥ
ン
ド
）
郎
（
神
腺
）
小
山
内
巾
男
（
上
藤
枝
）
今
紬
盛
（
下
町
）
伊
丸
岡
秀
雄
（
川
端

☆
五
月
三
日
（
土
）

淌
防
観
閲
式
（
八
時
、
公
卿
）
、
術

隊
兵
滞
股
示
会
（
・
一
Ｈ
間
）
知
峨
大

会
（
卜
時
、
演
典
助
）
湫
侭
比
細
大

会
（
十
時
、
淡
淡
蝿
）
施
火
大
会
（
午

後
じ
時
半
、
職
仙
川
）

☆
五
月
四
日
（
日
）

学
唯
奴
踊
大
会
（
一
時
、
瀬
典
場
）

防
犯
少
年
卿
球
大
会
（
八
時
半
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
）
小
・
巾
峨
牝
妓
怖
隙
行

進
（
十
時
、
町
内
ｌ
公
側
）
髪
ひ
ろ

ｆ
シ
ョ
ー
（
金
巾
拙
峨
）
化
火
大
会

（
午
後
七
時
半
、
職
仙
岬
）

☆
五
月
五
日
（
月
）

モ
ト
ク
ロ
ス
大
会
（
九
時
、
公
削
）

陸
上
競
技
大
会
（
九
時
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
）

消
防
群
議
会
を
没
擶

会
長
に
大
橘
（
〃
）
氏

；
・
″
・
Ｉ
川
に
拙
雌
さ
れ
た
鯆
孤
卜

川
疋
例
町
縦
公
で
批
樅
か
決
ま
っ
た
金

水
川
淌
防
榊
縦
会
は
、
川
瞠
の
糾
問
上

仏

応
じ
、
泊
防
の
改
碑
充
脹
を
は
か
る
Ⅱ

的
で
、
必
喫
な
洲
介
お
よ
び
撫
縦
を
行

な
う
機
関
で
、
委
曲
は
次
の
皿
り
決
ま

り
ま
し
た
し

▽
全
災
１
大
橘
卯
几
郎

▽
釧
灸
膜
Ｉ
山
川
竹
犬

▽
委
凸
Ｉ
脈
川
一
災
・
野
桝
雌
進
入
，

久
米
雄
。
灯
川
阿
雄
・
向
川
脱
肛
邸
。

巾
村
雌
川
・
水
村
小
・
Ｗ
・
伽
喋
定
侃

郎
・
卿
川
竹
治
・
川
巾
巌
。
・
・
・
ｔ
政
雄

秋
芥
消
忠
・
肛
滕
源
三
郎

戦
時
加
算
で
恩
給
資
格
の

あ
る
旧
軍
人
の
方
へ

恩
給
法
の
一
部
改
旺
に
よ
り
、
Ⅲ
糀

人
の
枇
時
加
猟
か
二
Ｉ
じ
年
ｌ
川
・
Ⅱ

よ
り
栂
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

戦
時
加
猟
と
い
う
の
は
、
叩
人
と
し

て
戦
地
や
猟
座
地
な
ど
に
勤
務
し
た
場

合
、
実
際
に
勤
務
し
た
期
間
に
対
し
、

一
年
に
つ
い
て
一
年
な
い
し
望
年
を
別

期
し
す
る
こ
と
で
す
。

実
役
年
数
に
加
算
年
を
加
え
た
年
数

が
Ⅲ
唯
人
で
兵
、
下
七
Ｗ
は
満
ト
ー
年

以
ｔ
、
碓
ド
ｔ
官
以
ｔ
は
満
卜
；
・
年
以

止
に
な
る
″
な
ど
が
繊
当
荷
と
な
り
ま

す
か
、
こ
の
加
卯
関
係
伸
獄
の
捉
川
は

今
年
九
川
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繊
淵
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
″
は
役
場

民
碓
課
の
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

（
民
生
課
）

町
）
垳
滕
利
雄
（
双
雌
町
）

１
１
１

（3） 食
恥
唾
）
↑

■
印
、
》
画
、
，
ｑ
ｌ

恥
向
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交
通
災
将
共
済
と
い
う
の
は
、
交
通

堺
故
に
よ
る
災
智
を
受
け
た
人
を
猟
済

す
る
た
め
に
、
媒
内
川
十
三
（
昭
和
四

十
Ｗ
年
四
月
一
日
現
代
）
の
市
町
村
で

組
織
し
て
い
る
共
済
制
度
で
、
金
木
町

も
加
入
し
て
お
り
、
閥
〃
一
ｎ
か
ら
町

民
の
加
入
叩
込
み
を
受
付
け
て
お
り
ま

す
。

こ
の
制
度
の
概
略
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一
、
こ
の
共
済
で
支
払
い
す
る
事
故
の

範
囲
・
…
・
・
…
内
勤
叩
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ

ク
、
自
転
車
、
荷
叩
な
ど
に
乗
っ
て
価

突
し
た
り
、
転
蒋
し
た
り
し
た
邪
故
、

ま
た
、
歩
い
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
巾
川

に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た

棚
故
で
す
。
た
だ
し
、
化
車
、
汽
車
、

交
通
災
害
共
済
が
ス
タ
ー
ト

一
一
一
鯲
斡
側
で
最
高
五
十
万
円

蟻
躍
て

の
姪
い

一
勿
一
ろ

－
．
｛
串
皿
》
》
一
心
恥
、
。
．
△
》
一
．
覗
一

Ⅱ
〃
〃
肌
‐
‐
．
。
○
″
■
■
■
ｖ
‐

寺
給

る
支

す
笠
一
一

．
．
．
●
●
一
Ⅷ
Ｊ
・
・
．
、
．
。
．
』
．
‐
那
手
・
一
‐
．
釦

即
●
｛
》
》
一
ハ
ー
モ
、
眼
《
軸
‐
‐
雲
‐
‐
‐
一
・
・

斗
一
｝
》
‐
亘
叱
》
〈
帳
や
宮
．
評
Ｆ
‐
宮

，
０
口
０
ユ
ロ
‐
‐
。
、
‐
。
．

婦
鞍

壬
蕊
》

。
．
《
ル
ー
毎
ケ
〆
・
雲
‐
．
・
・
帳

昭和44年4月1日より妊鵬,}に対し下記喫領に

よりミルクを支給することになりましたのでお

知らせ致します。

記

対象者現に金木町にI11}住しミルクの文給を

耐蝿する妊州。

文給下統医師又は助ﾉﾉ畝,}の充付する妊娠凪に

より町民,鞭からI壮子子雌の交付を受け

その母子下帷を民/|課に提ぷしミルク
の受給券の交付を受ける。

支給期冊lハ叶出を受けたIIの属する月の翌月の
初日から出雌する日の属するﾉ]の末日

までとし5カ月|1Mを限度とする。

支給｢IIIIII数l,i1111人牛乳1*(180"入）

とし、牛乳の受給が附雌な場合は粉乳

に伴えることか川来る。

支給先金木11IIIJのI訓子栄進食11Iル（牛乳、粉
乳）の販充ilfより受輪すそ。

町“11額ノ,馴斯ili格の2分の1とする(I冊和44
年l更は当分のIIIIIII,!'lり919)を町典

組とする。
･;､4112柵（サワシ）は今まで辿り妊娠5カ月以

内にﾙ{|肌したものに対し支給します。

（民生課）

州
行
機
、
船
な
ど
に
よ
る
珊
故
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

二
、
会
賓
（
掛
け
金
）
は
…
・
・
…
・
一
人

に
つ
き
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。

三
、
共
済
期
間
は
…
：
．
…
加
入
し
た
時

か
ら
一
年
州
で
す
。

四
、
支
払
い
す
る
見
舞
金
は
…
…
…
①

死
亡
し
た
と
き
五
十
万
円
②
け
か
を
し

て
陛
帥
の
治
擁
を
受
け
た
と
き
は
、
洽

縦
期
Ⅲ
六
カ
月
以
上
十
万
円
、
三
ヵ
日

以
上
六
カ
月
未
満
丘
万
Ｈ
、
一
ヵ
川
以

上
三
カ
月
未
満
二
万
Ｎ
、
一
過
間
以
上

一
カ
月
未
満
五
千
川
、
一
週
間
木
満
二

千
円
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

五
、
事
故
が
起
っ
た
と
き
は
：
：
：
…
役

場
の
町
民
拠
で
兄
獅
金
淌
求
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。
兄
郷
金
捕
求
に
は
、

１
１ 会

幽
祉
、
交
通
邪
敗
舩
明
〃
（
幣
察
で

発
行
）
隆
師
の
診
断
繩
か
必
要
で
す
。

州
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
梶
い
け
か

で
も
、
必
ら
ず
僻
察
に
価
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
Ⅲ
人
彰
汀
が
眠
い
兇
汗
や
Ⅶ

１
１

f浦I

。
加
人
桝
か
無
免
誹
や
泗

飲
み
迎
岻
し
て
い
る
と
き

の
堺
般
は
、
支
払
い
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

六
、
加
入
の
申
込
み
は
：
．

．
…
：
役
場
の
町
此
繩
で
受

付
け
し
て
い
ま
す
。
会
撹

と
似
柵
主
の
ハ
」
ン
。
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

ｎ
勤
巾
等
の
激
坤
に
よ

り
、
わ
た
く
し
た
ち
は
常

に
交
通
螂
故
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ
万
一

の
場
合
を
考
え
、
一
人
で

も
多
く
こ
の
制
度
に
加
入

す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す
。
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